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式典会場での来賓と受賞者

竣工記念植樹

計測制御棟玄関でのテープカット

　世界最大の規模と性能を誇る実大三

次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェ

ンス）の建設工事は、平成１２年３月

４日の、震動台基礎外工事の安全祈願

祭でスタートしました。その後、１２

１３日を経た今年７月１日に竣工式を

行いました。

　竣工式当日は、あいにくの梅雨空で

したが、約２００人が見守る中、世界

最大の震動台に因んでイチイの木を受

変電棟前に記念植樹した後、計測制御

棟玄関でテープカットし、式典に移り

ました。式典には、会場の都合で約１

２０人が参列しましたが、早山理事が

「日建設計の設計管理の下、各社の技

術力を総結集していただき、複雑困難

な工事が無災害で完成したことに感謝

します」との理事長挨拶を代読した後

に、震動台基礎外工事他１５件の工事

に尽力いただいた各社へ感謝状を贈呈

しました。

　また、代表謝辞では日建設計、大成

建設とも、「世界最大の震動台建設に

参加できたことは大変名誉」と述べて

いました。

　最後に行われた懇親会には、式典に

参列できなかった人も参加し、苦労話

が進む内に、飛び入りで、建設現場従

事者一同からの志として、緑化樹一式

目録の贈呈を受けるという、うれしい

エピソードもありました。今後、Ｅ－

ディフェンス建設現場では、震動台な

どの実験装置の据付工事が加速され、

２００５年１月のオープンを目指すこ

とになります。



　７月１日～１１日に札幌市で開催さ

れた第２３回国際測地学・地球物理学

連合総会（ＩＵＧＧ２００３）併設展

示会に出展しました。震源分布や地震

動の波、火山噴火を３Ｄで見ることが

できるアニメーションを上映し、国際

学会ということもあって、防災科研を

世界にアピールする良い機会となりま

した。

　７月２日には天皇・皇后両陛下が防

災科研ブースをご覧になられ、片山理

事長の説明で地震観測網と実大三次元

震動破壊実験施設、雪氷防災研究を紹

介しました。最後に皇后陛下より、石

田研究主監の紫綬褒章受賞についての

ご質問があり、関東・東海地域のプレ

ート構造モデルの研究内容について説

明しました。

　７月３０日～８月１日に高校生を対

象としたサイエンスキャンプ、８月６

日～８日に中学生ミニ博士コースを開

催し、各１０数名の参加者が防災科研

を訪れました。

　両イベントとも、実験を多く取り入

れ、地震計の工作・雪崩のミニチュア

実験・土壌の浸透実験などをしました。

これらの実験をとおして、災害を身近

に学ぶことができたと思います。特に、

土壌の浸透実験は砂で手を汚しながら

行い、まるで砂場で遊んでいるかのよ

うに童心に返って楽しんでいました。

　初めてのつくば・初めての友達とあ

って、１日目は緊張などがあり、なか

なか話が進まなかったようですが、最

終日には、仲良く話している姿を見る

ことが出来ました。このような出会い

も、サイエンスキャンプと中学生ミニ

博士コースの魅力だと思います。



この冊子は再生紙を使用しています｡

　これまで、地震防災フロンティア研

究センター（ＥＤＭ）が本拠としてき

た三木山森林公園（兵庫県三木）は、

優れた自然環境とともに、のびのびと

研究活動を行う場所として、申し分の

ないものでした。しかしながら、神戸

市中心から北西に約３０ｋｍという距

離のハンディキャップは、ヒューマン

ネットワークを生命とするＥＤＭにと

っては、相当に大きく、今回の神戸市

の東部新都心のＨＡＴ神戸への移転は

研究環境の改善につながるものと期待

しています。さらに、ＨＡＴ神戸には、

アジア防災センター、国連地域開発セ

ンターなどの防災関連機関が入居して

おり、移転にともないこれらの研究機

関ならびに各大学との協力関係がいっ

そう深まり、多分野との融合された研

究が展開されるものとして期待してい

ます。

　ＥＤＭの新施設は「人と防災未来セ

ンター」の第２期施設「ひと未来館」

４階に約９００　の面積で確保されて

おり、図に示すように、北東側に大会

議室・サーバー室・事務室・センター

長室を配して、西側に計４チームの研

究室を集約することで、外部からの訪

問者および研究員の動線を十分に意識

した平面配置を検討しました。そして、

これは移転後に、気がついたことなの

ですが、ＥＤＭの窓から眺める景色は、

南側に大阪湾を望み、北側には六甲山

系を仰いで、三木山公園の頃にも劣ら

ないすばらしい景観に恵まれています。

　そして、亀田センター長をはじめ各

研究員に至るＥＤＭ全職員は、このす

ばらしい環境を提供していただいた兵

庫県に感謝するとともに、今後のＥＤ

Ｍの発展と防災分野における貢献を常

に念頭に置いて、日々努力していこう

と話し合っています。
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